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研究成果の概要（和文）：本研究では、トリプルネガティブ型乳癌患者においてLSD1過剰発現がPARP阻害剤適応
例選択のバイオマーカーとなりうる可能性についてその生物学的機序も含めて検証する。初年度は臨床検体を収
集した。次年度は、収集した臨床検体を用いて、LSD1蛋白発現と各種臨床情報との連関を検討した。LSD1蛋白の
過剰発現は BRCA1蛋白の発現低下有意に連関しており先行研究による結果と一致した。今後は、LSD1蛋白発現過
剰が、PARP阻害剤の効果予測因子となり得るかを検討する 予定である。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examine the possibility that LSD1 overexpression may be a 
biomarker for selecting PARP inhibitor indications in triple negative breast cancer patients, 
including its biological mechanism. In the first year, clinical samples were collected. In the next 
year, we investigated the relationship between LSD1 protein expression and various clinical 
information using the collected clinical samples. Overexpression of LSD1 protein was significantly 
associated with decreased expression of BRCA1 protein and poor prognosis, which was consistent with 
the results of previous studies. In the future, we plan to investigate whether overexpression of 
LSD1 protein may be a predictor of PARP inhibitor efficacy.

研究分野：乳癌

キーワード： 乳癌　予後予測因子　効果予測因子
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研究成果の学術的意義や社会的意義
トリプルネガティブ型乳癌は内分泌療法や抗HER2療法のターゲットとなる分子が発現していないため、特異的な
治療が存在していなかった。近年、BRCA1変異乳癌に代表される、DNA修復不全をもつ乳癌に対し、相同致死性を
利用したPARP阻害剤が開発された。だが、BRCA1変異を全例検索することは現時点で困難であり、DNA修復不全を
もつ乳癌をより簡便に識別できるバイオマーカーの検索が急務である。我々の検討により、LSD1蛋白の免疫染色
はBRCA1遺伝子機能異常を検出できる可能性が見いだされた。すなわち、遺伝子変異検索より安価な免疫染色を
用い、PARP阻害剤の適応拡大を狙うものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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